
 
 

第 23 回 
社⻑の本棚 

「学問の散歩道」 
 
 

榊原 彰 

弘前⼤学⼈⽂学部経済学科卒業。1986

年⽇本アイ・ビー・エム株式会社に⼊

社。2005 年、IBM 最上位技術職である

ディスティングイッシュト・エンジニア

に任命。その後同社東京基礎研究所にて

ソフトウェア⼯学の責任者、グローバ

ル・ビジネス・サービス事業 CTO、ス

マ―ター・シティ事業 CTO を経て、20

16 年⽇本マイクロソフト株式会社に執

⾏役員 最⾼技術責任者として⼊社。201

8 年よりマイクロソフトディベロップメ

ント株式会社 代表取締役社⻑を兼任。 

 

インターネットが⼀般的に使⽤さ
れるようになってからのここ 25 年
ほどの世界の劇的な変化には⽬を⾒
張るものがあります。クラウド技術
とスマートフォンによって、私たち
は常時ネットに接続できる環境を⼿
に⼊れたことによって多くの⽂献を
簡単に探し出すことができます。そ
れらを移動の最中に⾒ることも可能
ですし、他⼈と瞬時に共有すること
もできます。仕事や勉強に必要な情
報だけではなく、エンターテインメ
ントやショッピング、レストランの
予約等、⽣活の様々な場⾯でこのテ
クノロジーが役に⽴っています。こ
のテクノロジーは、経済の在り⽅も
変えつつあります。⾞、宿、ファッシ
ョン、施設等、私たちの⾝の回りのモ
ノは所有する経済（オウンド・エコノ
ミー）から、共有する経済（シェアリ
ング・エコノミー）へと変わりつつあ
ります。シェアリング・エコノミーに
おいては需要と供給の「神の⾒えざ
る⼿」はクラウドの上で機能してい
るのです。 
 これらの変化においては、物事を
多様性をもって⾒る考え⽅が⾮常に
重要です。このような時代に求めら
れるのは「マルチ・ディシプリン（複
数領域）」を網羅する動き⽅であり、
さらにそれらの領域を組み合わせて
さらなる独創性を発揮する「インタ
ー・ディシプリン（領域連携）」な活
動です。もちろん 1 ⼈ 1 ⼈がいくつ
もの専⾨領域を網羅することには限
界がありますから、得意な領域をも
つ複数名が専⾨性を柔軟な姿勢で持
ち寄る必要があります。しかしそも
そも個々⼈のレベルでこうした領域
の多様性を受け⼊れる素地がなけれ
ばイノベーションは⽣まれません。
ですから私たちは専⾨性を磨くとと
もに、他の領域にも興味をもって知
識や経験を探求する努⼒を続けなけ
ればならないのです。 
 私が今回ご紹介する『虚数の情緒 
~ 中学⽣からの全⽅位独学法』は、
まさにこうした領域の壁を越えた考

え⽅を提⽰している⼤著（総ページ
数は 1,000 ページに及びます）です。
2000 年に初刷が発⾏された本書は
約 20 年が過ぎた今でも普遍的な⽰
唆に富み、著者の吉⽥武先⽣の主張
は⾊あせることがありません。私た
ちにとって学問は学科・教科に分類
された単独の領域ではなく、考え⽅
が関連しあい⽂化を形づくるもので
あることが良く理解できます。本書
においては虚数の在り⽅を軸に⼈類
の⽂化を包括的に把握するという試
みがなされています。『中学⽣からの
〜』とありますが、社会経験を積んだ
⼤⼈にこそ読んでいただきたい名著
です。数学を軸にして芸術や歴史、哲
学等に⾔及している壮⼤な新教養書
となっています。ダグラス・ホフスタ
ッター著の『ゲーデル、エッシャー、
バ ッ ハ  - あ る い は 不 思 議 の 環 』
（GEB）も同様のアプローチを試み
た⼤著だったと思います。しかし、
GEB が相当難解な抽象概念や複雑な
⽂章表現を⽤いているのに対し、吉
⽥先⽣は、概念を分かりやすい例で
提⽰したり平易な⽂章で論じてくだ
さっており、数学が嫌いだとか論理
学が苦⼿という⽅でもあまり苦労せ
ずに読み進められるのではないかと
思います。少しでも興味がわいた⽅
は是⾮お読みください。全国学校図
書館協議会選定図書にもなっている、
（2000 年発⾏なので）20 世紀最後の
⼤著であることを保証します。 
 
 
本館所蔵 

『虚数の情緒 : 中学⽣からの 

全⽅位独学法』吉⽥武著 

和図書(第 1 書庫 2F〜5F) 

 

『ゲーデル, エッシャー, バッハ 

 : あるいは不思議の環』 

ダグラス・R.ホフスタッター著  

開架図書(本館 2F) 
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